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Fig.1 に示すような奥行き 2d(m)の定水位透水試験装置を用いた実験について，以下の問いに答えなさい。なお，土中の水の流れは

ダルシーの法則に従い，位置水頭の基準面は x 軸，Sand A の透水係数 k0(m/s)，Sand B の透水係数(k0/5)(m/s)であり，それぞれの飽和

単位体積重量はともに γsat(kN/m3)，水の単位体積重量 γw(kN/m3)で一定とする。また，Sand A の内部の全水頭 hA(z)(m)，Sand B の内部

の全水頭 hB(z)(m)であり，浸透水が接する試験装置内面は十分滑らかで，水路の曲がりなどによる水頭損失はないものとする。 
下記の文中の空欄にあてはまるd，k0，z，p，γsat, γwを用いた適切な文字式，空欄 (チ) については適切な図を，解答用紙の該当する欄に

記入しなさい。 
 

 Ⅰ．Fig.1(a)に示す境界条件で，Sand A に鉛直下向きの一次元浸透が生じている。 
(1)Fig.1(a)の一次元浸透に関する境界条件は，下記のとおりである。 

①hA0(0)=  (ア) (m)，②hA0(2d)= (イ) (m) 
(2)(1)の境界条件を利用すると，Sand Aの内部(0≦z≦2d)の全水頭hA0(z)= (ウ) (m)，z方向垂直全応力σA0(z) = (エ) (kN/m2)，間隙水圧

uA0(z)= (オ) (kN/m2)，z方向垂直有効応力σA0’(z)= (カ) (kN/m2)である。 
(3)このとき，浸透水量の絶対値Q0= (キ) (m3/s)である。 

 Ⅱ．Fig.1(b)に示すように，Sand A の上部に Sand B を上面の座標 z=p･d(m)(2≦p≦4)となるように静かに投入して，図のような境

界条件を保った。 
(1)Fig.1(b)の Sand A と Sand B の一次元浸透に関する境界条件は，下記のとおりである。 

①hA1(0)= (ク) (m)，②hA1(2d)=hB1(2d)，③Sand Aの浸透水量QA1(m3/s)＝Sand Bの浸透流量QB1(m3/s)，④hB1(p･d)= (ケ) (m) 
(2)Sand Aの内部(0≦z≦2d)の全水頭hA1(z) = (コ) (m)である。 
(3)Sand Bの内部(2d≦z≦p･d)の全水頭hB1(z) = (サ) (m)である。 
(4)Sand AとSand Bの境界面z=2d(m)におけるz方向垂直全応力σA1(2d) =σB1(2d) = (シ) (kN/m2)であり，また間隙水圧uA1(2d)= uB1(2d)= 

(ス) (kN/m2)，z方向垂直有効応力σA1’(2d)=σB1’(2d)= (セ) (kN/m2)である。 
(5)このとき，浸透水量の絶対値QA1= QB1=Q1= (ソ) (m3/s)である。 

 Ⅲ．以上の結果を利用して，それぞれの浸透水量の比(Q1/Q0)を実数p(2≦p≦4)の関数として表わすと，(Q1/Q0) = (タ)である。この

とき，(Q1/Q0)とpの関係を図示すると (チ) のようになる。 
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